
Copyright © The Japanese Institute of Certified Public Accountants.

2023年９月IAASBボード会議

10分でわかる！

【説明者】

井坂 久仁子（当協会研究員）

永田 滋 （当協会研究員）
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IAASBのスケジュール（2023年～2025年）
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プロジェクト名
2023年 2024年 2025年

３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月

LCE（複雑でない企業）の監査基準 PIOB

監査証拠 （ISA 500） 承認 PIOB

不正 （ISA 240） ED 承認 PIOB

継続企業 （ISA 570） ED 承認 PIOB

上場企業及び
PIE（社会的影響度の高い事業体）

承認 PIOB

ED 承認 PIOB

サステナビリティ報告の保証 ED 承認 PIOB

2024年から2027年の戦略及び作業計画 承認

トラック１

トラック２

承認

※ ED: IAASBボードでの公開草案の承認予定 承認：IAASBボードでの最終承認予定

PIOB：公益監視委員会（PIOB）による最終承認予定
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1 LCE（複雑でない企業）の監査基準

タイムライン

 複雑でない企業（Less Complex Entities : LCE）向け

に、ISAと同じ保証水準の国際監査基準をISAとは別個

に作成するプロジェクト

 2021年７月に公開草案が公表された。また、2022年１

月にパート10「グループ財務諸表の監査」について公

開草案が公表された。

2022年１月31日：公開草案コメント期限

2022年６月：ボード審議

2023年９月ボード会議の審議概要

プロジェクトの概要

2023年9月 最終基準承認

2022年１月～
2023年５月

ISA for LCEのうち「グループ財務
諸表の監査」パートの公開草案

 ISA for LCEの最終基準が承認された。

 PIOBの承認を経て12月に公表される予定であり、2025年

12月15日以降開始する期間より適用となる。

2022年９月：ボード審議

2023年３月：ボード審議

2023年６月：ボード審議

2023年７月：ボードコール審議



Copyright © The Japanese Institute of Certified Public Accountants. 4

2 監査証拠

 主に次の目的からISA 500「監査証拠」改訂の検討を行っている。

ア．ISA 500の目的及び他のISAsとの関係の明確化

イ．入手可能な情報及び情報源の多様化を反映

ウ．企業と監査人によるテクノロジーの利用を認識

エ．「十分かつ適切な監査証拠」の概念の明確化

オ．職業的懐疑心の強調

プロジェクトの概要

2023年９月ボード会議の審議概要
 ED-500への回答から得られた包括的テーマ

タイムライン

2020年12月：プロジェクト・プロポーザル承認

2022年3月・６月：ボード審議

2022年10月
～2023年４月

公開草案

2024年６月 最終基準承認予定

2023年９月 ボード審議

要求事項と適用指
針のバランス

適合性と信頼性の
評価

テクノロジー

正確性と網羅性に
関する条件付要求

事項

監査人の
判断の強化

「監査証拠」の
定義

「スタンドバッ
ク」の要求事項

職業的専門家の
懐疑心

十分性、適切性、
及び説得力／心証

の度合い
（persuasiveness）

適用日

原則主義の
参照フレーム

ワーク

その他のISAとの
関係・連携

緑色  オレンジ色  赤色
支持高 支持低

（出典：IAASB 2023年9月ボード会議
資料Agenda Item 4）
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３ 不正

タイムラインプロジェクトの概要

2023年９月ボード会議の審議概要

 前回ボード会議以降の公開草案ドラフトの変更点について議

論が行われた。主な項目は以下のとおり。

 2023年12月にISA 240（改訂）及び適合修正案の公開草案を

の審議が行われる予定である。

 監査人の責任の明確化と強調

 職業的懐疑心

 経営者及びTCWG(※)との継続的なコミュニケーション

 リスクの識別と評価に不正レンズを適用

 不正又は不正の疑いが識別された場合の強固な手続の要求

 監査報告書における不正に関するKAMの透明性

 文書化

2021年12月：プロジェクト・プロポーザル承認

2022年６月：ボード審議

2023年9月 ボード審議

2025年３月 最終基準承認予定

2023年12月 公開草案承認予定

2022年９月：ボード審議

 近年発生した様々な大型会計不正事件を受けて、一部の国では

財務諸表監査における不正及び継続企業に関する監査人の役割

及び責任について疑問が呈され、独自の対応が進められている。

2022年12月：ボード審議

(※) Those Charged With Governance（ガバナンスに責任を有する者）

2023年６月：ボード審議
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４ 2024年から2027年の戦略及び作業計画

 コンサルテーション・ペーパーに対するコメントを踏まえた

プランニング・コミッティの提案について審議が行われた。

2023年９月ボード会議の審議概要

 IAASBにおける2024年から2027年までの新しい戦略及び

作業計画を策定するプロジェクト

プロジェクトの概要 タイムライン

2023年９月 ボード審議

2023年12月 戦略及び作業計画承認予定

2023年１月
～2023年４月

コンサルテーション・ペーパー
承認予定

2022年９月：ボード審議

監査及びレビュー

• テクノロジーの影響に焦点を当てる ⇒２つのオプション

1. ISA500とは別にISA330、ISA500シリーズのテクノロジーに

焦点を当てたプロジェクトを実施する。

2. 統合されたパッケージとしてのISA500、ISA330、ISA520、

及びISA500シリーズのテクノロジーに焦点を当てたプロジェ

クトを実施する。

• その他のトピック

  （ISA 320、ISA 620、ISA 720（改訂）、ISRE 2410及び共同監査）

• 適用後レビュー

（ISA 540（改訂）及びISA 315（2019改訂））

サステナビリティ及びその他の保証業務

• サステナビリティ報告の保証のための更なる複数の基準

• ISAE 3000 （改訂）、 ISAE 3410及びEERガイダンス

• XBRLに関する保証
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監査 監査以外の保証業務及びAUP

国際監査・保証基準 解説動画等

ワークプラン及び適用スケジュール 公開草案等へのコメント

監査、監査以外の保証業務及びAUPに関する取組

ホーム＞協会について＞協会の活動＞監査、監査以外の保証業務及びAUPに関する取組

https://jicpa.or.jp/about/activity/activities/
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サステナビリティ保証

ホーム＞協会について＞協会の活動＞監査、監査以外の保証業務及びAUPに関する取組＞サステナビリティ保証

国内外のサステナビリティ保証に

関する情報を紹介！

国際サステナビリティ保証基準

（ISSA）5000公開草案の情報も

こちら！

https://jicpa.or.jp/about/activity/activities/assurance_aup/non_fi_assurance/
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